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(57)【要約】
【課題】液晶パネルに設けられた信号線の浮遊容量に起
因する表示品位の低下を抑制する表示駆動装置、表示装
置、及び表示駆動方法を提供する。
【解決手段】共通電極と、複数の画素電極、各画素電極
に接続された複数のスイッチング素子、及び該複数のス
イッチング素子に接続された複数の信号線とを対向配置
してなる液晶パネルの前記スイッチング素子全てをオフ
状態にするブランキング期間を周期的に設けるようにし
てある表示駆動装置は、前記ブランキング期間における
一部の時間内に、前記共通電極との電位差がゼロよりも
大きい所定の電圧を前記信号線に印加する電圧印加部を
備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共通電極と、複数の画素電極、各画素電極に接続された複数のスイッチング素子、及び
該複数のスイッチング素子に接続された複数の信号線とを対向配置してなる液晶パネルの
前記スイッチング素子全てをオフ状態にするブランキング期間を周期的に設けるようにし
てある表示駆動装置において、
　前記ブランキング期間における一部の時間内に、前記共通電極との電位差がゼロよりも
大きい所定の電圧を前記信号線に印加する電圧印加部を備え、
前記電圧印加部は、前記一部の時間と、前記ブランキング期間を除く表示期間とを含む一
連の期間内に、前記複数の信号線夫々に電圧を反復的に印加すること
　を特徴とする表示駆動装置。
【請求項２】
　前記電圧印加部は、前記一部の時間内と、その後の前記ブランキング期間を除く表示期
間内とで、前記複数の信号線夫々に電圧が印加される周期の連続性が保たれるように電圧
を印加すること
　を特徴とする請求項１に記載の表示駆動装置。
【請求項３】
前記電圧印加部は、前記ブランキング期間における残部の時間には、前記信号線に電圧を
印加しないようにしてあること
を特徴とする請求項１又は２に記載の表示駆動装置。
【請求項４】
　前記ブランキング期間における残部の時間にて、前記信号線に電圧を印加しないことに
起因して、前記信号線における浮遊容量に蓄えられた電荷が放電する状態となること
　を特徴とする請求項１から３の何れか一つに記載の表示駆動装置。
【請求項５】
　前記一部の時間の終点は、前記ブランキング期間の終期前における所定時間間隔内にあ
るか、又は前記ブランキング期間の終期と一致すること
　を特徴とする請求項１から４の何れか一つに記載の表示駆動装置。
【請求項６】
　前記電圧印加部は、前記一部の時間内に、前記複数の信号線夫々に前記所定の電圧を１
回に限り印加すること
　を特徴とする請求項１から５の何れか一つに記載の表示駆動装置。
【請求項７】
　前記電圧印加部は、前記一部の時間に亘り、前記所定の電圧を前記複数の信号線夫々に
反復的に印加するようにしてあること
　を特徴とする請求項１から５の何れか一つに記載の表示駆動装置。
【請求項８】
　請求項１から７までの何れか一つに記載の表示駆動装置と、
　共通電極と、複数の画素電極、各画素電極に接続された複数のスイッチング素子、及び
該複数のスイッチング素子に接続された複数の信号線とを対向配置してなる液晶パネルと
　を備え、
　前記表示駆動装置は、前記液晶パネルの信号線に電圧を印加するようにしてあること
　を特徴とする表示装置。
【請求項９】
　前記液晶パネルは、前記共通電極及び画素電極間に電位差が生じていないとき、黒表示
を行うように構成されており、
　前記電圧印加部は、前記一部の時間内に、中間調よりも白側の階調を表す電圧を前記所
定の電圧として、前記信号線に印加するようにしてあること
　を特徴とする請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
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　前記電圧印加部は、前記一部の時間内に、白の階調を表す電圧を前記所定の電圧として
、前記信号線に印加するようにしてあること
　を特徴とする請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記表示駆動装置は、前記ブランキング期間の周期間に、前記液晶パネルに表示すべき
画像の表示に応じた電圧を前記信号線に印加するようにしてあり、
　前記電圧印加部は、前記ブランキング期間終了後、最初に信号線に印加される電圧を前
記所定の電圧として、信号線に印加するようにしてあること
　を特徴とする請求項８に記載の表示装置。
【請求項１２】
　共通電極と、複数の画素電極、各画素電極に接続された複数のスイッチング素子、及び
該複数のスイッチング素子に接続された複数の信号線とを対向配置してなる液晶パネルの
前記スイッチング素子全てをオフ状態にするブランキング期間を周期的に設けるようにし
てある表示駆動方法において、
　前記ブランキング期間の一部の時間内に、前記共通電極との電位差がゼロよりも大きい
所定の電圧を信号線に印加し、
前記一部の時間と、前記ブランキング期間を除く表示期間とを含む一連の期間内に、前記
複数の信号線夫々に電圧を反復的に印加すること
　を特徴とする表示駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネルを駆動する表示駆動装置及び表示駆動方法に関する。また、当該
表示駆動装置を備える表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶パネルと当該液晶パネルの表示を駆動する表示駆動装置とを備えた表示装置
が知られている。一般に、液晶パネルは、共通電極を有する基板と、複数の画素電極、各
画素電極に接続された複数のスイッチング素子、及び当該複数のスイッチング素子に接続
された複数の信号線を有する基板との間に液晶物質が封入されている。
【０００３】
　表示駆動装置は、液晶パネルの表示面に画像を表示させるべく、当該液晶パネルに設け
られたスイッチング素子のオン／オフ、信号線への電圧の印加等の制御を行っている。具
体的には表示駆動装置は、一又は複数のスイッチング素子を順次オン状態にし、オン状態
のスイッチング素子に接続された信号線を介して、表示させる画像に応じた電圧を当該オ
ン状態のスイッチング素子に印加する。また、表示駆動装置は、各スイッチング素子に画
像に係る電圧を印加した後、所定時間に亘り、スイッチング素子全てをオフ状態にし、当
該スイッチング素子に接続された信号線に所定の電圧を印加する。所定時間は、所謂ブラ
ンキング期間を表す時間である。例えば、特許文献１に記載の表示装置で使用される表示
駆動装置は、ブランキング期間中、黒の階調を表す電圧を信号線に印加する。以上のよう
な表示駆動装置は、各スイッチング素子に画像に係る電圧を印加する時間と、ブランキン
グ期間を表す時間とが交互に繰り返されるように電圧を印加することで、液晶パネルの表
示面に静止画又は動画を表示させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２６８８８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　一般に、液晶パネルに設けられた各信号線には、周囲の共通電極、画素電極、他の信号
線等との間に浮遊容量が存在する。当該浮遊容量は、ブランキング期間中に放電等に起因
して蓄電可能な状態となっている。そのため、ブランキング期間終了後に各信号線に比較
的高い電圧が印加された場合、各浮遊容量へ蓄えられる電荷が増大することで各信号線に
比較的大きな電流が流れ、各信号線に電圧を印加するための電源の出力電圧が一時的に低
下する虞がある。電源の出力電圧が低下した場合、次に印加すべき電圧よりも低い電圧が
各信号線に印加されることで表示されるべき階調の画像を表示することができず、表示品
位が低下する虞がある。
【０００６】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、液晶パネルに設けられ
た信号線の浮遊容量に起因する表示品位の低下を抑制する表示駆動装置、表示装置、及び
表示駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る表示駆動装置は、共通電極と、複数の画素電極、各画素電極に接続された
複数のスイッチング素子、及び該複数のスイッチング素子に接続された複数の信号線とを
対向配置してなる液晶パネルの前記スイッチング素子全てをオフ状態にするブランキング
期間を周期的に設けるようにしてある表示駆動装置において、前記ブランキング期間にお
ける一部の時間内に、前記共通電極との電位差がゼロよりも大きい所定の電圧を前記信号
線に印加する電圧印加部を備え、前記電圧印加部は、前記一部の時間と、前記ブランキン
グ期間を除く表示期間とを含む一連の期間内に、前記複数の信号線夫々に電圧を反復的に
印加することを特徴とする。
【０００８】
　本発明に係る表示駆動装置は、前記電圧印加部は、前記一部の時間内と、その後の前記
ブランキング期間を除く表示期間内とで、前記複数の信号線夫々に電圧が印加される周期
の連続性が保たれるように電圧を印加することを特徴とする。
また、本発明に係る表示駆動装置は、前記ブランキング期間における残部の時間には、前
記信号線に電圧を印加しないようにしてあることを特徴とする。
また、本発明に係る表示駆動装置は、前記電圧印加部は、前記一部の時間内と、その後の
前記ブランキング期間を除く表示期間内とで、前記複数の信号線夫々に電圧が印加される
周期の連続性が保たれるように電圧を印加することを特徴とする。
　また、本発明に係る表示駆動装置は、前記ブランキング期間における残部の時間にて、
前記信号線に電圧を印加しないことに起因して、前記信号線における浮遊容量に蓄えられ
た電荷が放電する状態となることを特徴とする。
　更にまた、本発明に係る表示駆動装置は、前記一部の時間の終点は、前記ブランキング
期間の終期前における所定時間間隔内にあることを特徴とする。
【０００９】
　本発明に係る表示駆動装置は、前記電圧印加部は、前記一部の時間内に、前記複数の信
号線夫々に前記所定の電圧を１回に限り印加することを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係る表示駆動装置は、前記電圧印加部は、前記一部の時間に亘り、前記所定の
電圧を前記複数の信号線夫々に反復的に印加するようにしてあることを特徴とする。
【００１１】
　本発明に係る表示駆動装置は、前記電圧印加部は、前記ブランキング期間における残部
の時間には、前記信号線に電圧を印加しないようにしてあることを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る表示装置は、上述の表示駆動装置と、共通電極と、複数の画素電極、各画
素電極に接続された複数のスイッチング素子、及び該複数のスイッチング素子に接続され
た複数の信号線とを対向配置してなる液晶パネルとを備え、前記表示駆動装置は、前記液
晶パネルの信号線に電圧を印加するようにしてあることを特徴とする。



(5) JP 2019-32559 A 2019.2.28

10

20

30

40

50

【００１３】
　本発明に係る表示装置は、前記液晶パネルは、前記共通電極及び画素電極間に電位差が
生じていないとき、黒表示を行うように構成されており、前記電圧印加部は、前記一部の
時間内に、中間調よりも白側の階調を表す電圧を前記所定の電圧として、前記信号線に印
加するようにしてあることを特徴とする。
【００１４】
　本発明に係る表示装置は、前記電圧印加部は、前記一部の時間内に、白の階調を表す電
圧を前記所定の電圧として、前記信号線に印加するようにしてあることを特徴とする。
【００１５】
　本発明に係る表示装置は、前記表示駆動装置は、前記ブランキング期間の周期間に、前
記液晶パネルに表示すべき画像の表示に応じた電圧を前記信号線に印加するようにしてあ
り、前記電圧印加部は、前記ブランキング期間終了後、最初に信号線に印加される電圧を
前記所定の電圧として、信号線に印加するようにしてあることを特徴とする。
【００１６】
　本発明に係る表示駆動方法は、共通電極と、複数の画素電極、各画素電極に接続された
複数のスイッチング素子、及び該複数のスイッチング素子に接続された複数の信号線とを
対向配置してなる液晶パネルの前記スイッチング素子全てをオフ状態にするブランキング
期間を周期的に設けるようにしてある表示駆動方法において、前記ブランキング期間の一
部の時間内に、前記共通電極との電位差がゼロよりも大きい所定の電圧を信号線に印加し
、前記一部の時間と、前記ブランキング期間を除く表示期間とを含む一連の期間内に、前
記複数の信号線夫々に電圧を反復的に印加することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、液晶パネルに設けられた信号線の浮遊容量に起因する表示品位の低下
を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】実施形態１における表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】液晶パネルの構成を示す模式図である。
【図３】各画素の等価回路を示す図である。
【図４】表示駆動装置がソースラインに電圧を印加するタイミングを説明する説明図であ
る。
【図５】実施形態２における表示装置の構成を示すブロック図である。
【図６】表示駆動装置がソースラインに電圧を印加するタイミングを説明する説明図であ
る。
【図７】実施形態３における表示駆動装置がソースラインに電圧を印加するタイミングを
説明する説明図である。
【図８】実施形態４における表示駆動装置がソースラインに電圧を印加するタイミングを
説明する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて詳述する。
【００２０】
　（実施形態１）
　図１は、実施形態１における表示装置の構成を示すブロック図であり、図２は、液晶パ
ネルの構成を示す模式図である。実施形態１における表示装置１００は、液晶パネル１と
、表示駆動装置２と、駆動電源部３とを備える。表示装置１００は、駆動電源部３から供
給される電力によって、表示駆動装置２が液晶パネル１を駆動させることにより、液晶パ
ネル１の表示面に静止画、動画等の画像を表示させる。
【００２１】
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　液晶パネル１は、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）１１１、画素電極１１２などの素子
が形成されるアレー基板１１を備える。また、液晶パネル１は、アレー基板１１に対向す
るように配置され、カラーフィルタ（ＣＦ：Color Filter）、共通電極１２１などが形成
されるＣＦ基板１２を備える。アレー基板１１及びＣＦ基板１２は、例えば、ガラス等を
土台として形成される。ここで、画素電極１１２は、アレー基板１１上に画素毎に形成さ
れるのに対し、共通電極１２１は、各画素電極１１２に共通する一の電極としてＣＦ基板
１２上に形成される。アレー基板１１及びＣＦ基板１２間には空隙が形成され、この空隙
内に液晶物質が封入されることによって液晶層が形成される。
【００２２】
　表示駆動装置２は、制御部２１、タイミングコントローラ２２、ソースドライバ２３、
及びゲートドライバ２４を備え、制御部２１が各部を制御することにより、液晶パネル１
の駆動制御を行う。制御部２１は、外部から入力される画像信号に基づき、液晶パネル１
に表示させるための表示データを生成し、タイミングコントローラ２２に出力する。画像
信号は例えば、ＨＤＭＩ（High Definition Multimedia Interface：登録商標）、コンポ
ジット、Ｄ端子などの入力端子（図示略）を通じて表示装置１００に入力される。
【００２３】
　ここで、表示装置１００は、当該入力端子を通じて外部より入力される画像信号がＹＣ
ｒＣｂ信号などのＲＧＢ以外の信号である場合には、予めＲＧＢ信号に変換し、信号フォ
ーマットを統一する処理を行い、制御部２１に入力するようにしてもよい。また、表示装
置１００は、当該入力端子を通じて外部より入力される画像信号に、予め彩度、シャープ
ネスといった画像調整処理を施した後、制御部２１に入力するようにしてもよい。
【００２４】
　タイミングコントローラ２２は、制御部２１から入力された表示データに基づき、ソー
スドライバ２３及びゲートドライバ２４の駆動を制御するための制御信号を、ソースドラ
イバ２３及びゲートドライバ２４の夫々に出力する。制御部２１は、所定のフレームレー
トで、一のフレーム画像を表示させるように、タイミングコントローラ２２に制御信号を
出力させる。所定のフレームレートは、例えば６０Ｈｚである。
【００２５】
　ソースドライバ２３は、ソースライン１１３に接続される。ソースドライバ２３は、タ
イミングコントローラ２２から入力された制御信号に基づいて、表示する画像の階調を表
す電圧を、対応するソースライン１１３に印加する。ソースドライバ２３における階調の
数は例えば２５６であり、当該数の多少は問わない。実施形態１においてソースドライバ
２３は、線順次方式に従い、接続された全てのソースライン１１３に一度に電圧を印加す
るように構成されている。ソースドライバ２３は、本発明の電圧印加部に相当する。なお
、ソースドライバ２３は、点順次方式に従い、各ソースライン１１３に順次電圧を印加す
るように構成されていてもよい。また、ソースドライバ２３は、複数個のＩＣ（Integrat
ed Circuit）によって構成されてもよいし、一のＩＣによって構成されてもよい。更に言
うまでもなく、ソースドライバ２３は、各種の反転駆動方式に従って階調を表す電圧を印
加するように構成されてもよい。
【００２６】
　ゲートドライバ２４は、ゲートライン１１４に接続される。ゲートドライバ２４は、タ
イミングコントローラ２２から入力された制御信号に基づいて、ＴＦＴ１１１のオン／オ
フを制御するための電圧をゲートライン１１４に印加する。このとき、ゲートドライバ２
４は、プログレッシブ方式に従ってライン順次に電圧を印加してもよいし、インターレー
ス方式に従って、電圧を印加してもよい。また、ゲートドライバ２４は、複数個のＩＣに
よって構成されてもよいし、一のＩＣによって構成されてもよい。
【００２７】
　駆動電源部３は、ソース電源回路３１及びゲート電源回路３２を備え、制御部２１の指
令に基づいて、表示装置１００の動作に必要な電力を各部に供給する。ソース電源回路３
１は、例えば給電線を介してソースドライバ２３に接続され、ソースドライバ２３が画像
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の階調に係る電圧をソースライン１１３に印加するための電力を供給するための回路であ
る。ゲート電源回路３２は、例えば給電線を介してゲートドライバ２４に接続され、ゲー
トドライバ２４がＴＦＴ１１１のオン／オフに係る電圧をゲートライン１１４に印加する
ための電力を供給するための回路である。
【００２８】
　なお、表示駆動装置２は、駆動電源部３から供給された電力によって、共通電極１２１
に電圧を印加する構成であってもよい。このとき、所謂コモン反転駆動方式に従って、共
通電圧に印加する電圧を周期的に変えてもよい。
【００２９】
　次に、図２を参照して液晶パネル１の構成を詳述する。アレー基板１１上に形成される
ＴＦＴ１１１及び画素電極１１２は、図２に示すように、マトリクス状（例えば、行方向
に１０２４個、列方向に７６８個）に配置される。各画素電極１１２は、ＴＦＴ１１１の
ドレイン端子と夫々接続される。
【００３０】
　ＴＦＴ１１１のゲート端子は、ゲートライン１１４に接続され、ＴＦＴ１１１のソース
端子はソースライン１１３に接続される。ゲートライン１１４は夫々、ゲートドライバ２
４における電圧の出力部に接続され、ソースライン１１３は夫々、ソースドライバ２３に
おける電圧の出力部に接続される。
【００３１】
　ＴＦＴ１１１は、ゲートドライバ２４から順次ゲートライン１１４に電圧が印加される
ことによってオン／オフ制御され、オン期間にはソースドライバ２３から各ソースライン
１１３に入力される電圧を画素電極１１２に印加し、オフ期間にはそれまでの電圧を保持
する。そして、ＴＦＴ１１１を介して画素電極１１２に印加された電圧と、共通電極１２
１に印加された電圧とにより、液晶物質の光学特性（Ｔ－Ｖ特性）によって決定される光
透過率を制御し、画像を表示する。実施形態１における液晶パネル１は、画素電極１１２
及び共通電極１２１間の電位差がゼロのとき、光透過率がゼロとなるように構成されてい
るものとする。即ち、液晶パネル１は、アレー基板１１及びＣＦ基板１２間に電位差が生
じていないときに黒表示を行う構成の所謂ノーマリブラック型の液晶パネルである。なお
、ＴＦＴ１１１はスイッチング素子に相当し、ソースライン１１３は信号線に相当する。
【００３２】
　図３は、各画素の等価回路を示す図である。各画素における液晶素子は、ＴＦＴ１１１
に接続される液晶容量１１５として表すことができる。上述したように、ＴＦＴ１１１の
ゲート端子はゲートライン１１４に接続され、ＴＦＴ１１１のソース端子はソースライン
１１３に接続される。ゲートライン１１４にソースライン１１３の電圧を超える電圧が印
加された場合、ＴＦＴ１１１がオンとなり、ソースライン１１３の電圧がＴＦＴ１１１を
介して画素電極１１２に印加され、液晶容量１１５に電荷が蓄電される。また、実施形態
１では、液晶容量１１５に対して並列に接続された保持容量１１６を備え、画素電極１１
２に電圧が印加される際に、この保持容量１１６にも電荷が蓄電される。そして、外部か
ら電圧が印加されていない間は、保持容量１１６が保持している電位によって液晶素子の
電圧値が維持される。
【００３３】
　以上のように構成された表示装置１００において、表示駆動装置２は、入力された画像
信号に基づいて、所定のフレームレートでフレーム画像を液晶パネル１に表示させる。即
ち、入力された画像信号が静止画を表す信号であれば、各フレームで一のフレーム画像を
液晶パネル１に表示させ、当該画像信号が動画を表す信号であれば、各フレームで異なる
フレーム画像を液晶パネル１に表示させる。また、表示駆動装置２は、各フレーム間でブ
ランキング期間を設けている。ブランキング期間とは、液晶パネル１に設けられたＴＦＴ
１１１全てがオフ状態にある期間である。即ち表示装置１００は、周期的にブランキング
期間を設けるように構成されている。実施形態１において表示駆動装置２は、ブランキン
グ期間中の一部の時間中に、ソースライン１１３に電圧を印加する。以下、表示駆動装置
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２における電圧の印加態様について説明する。
【００３４】
　図４は、表示駆動装置２がソースライン１１３に電圧を印加するタイミングを説明する
説明図である。図４Ａには、ソースドライバ２３に接続された各ソースライン１１３へ電
圧を印加するタイミングが示されており、縦軸の「有」は各ソースライン１１３に電圧が
印加されていることを示し、「無」は各ソースライン１１３に電圧が印加されていないこ
とを示している。図４Ｂには、ソース電源回路３１からソースドライバ２３へ流れる電流
の推移が模式的に示されており、縦軸が電流値を示している。図４Ｃには、ソース電源回
路３１の出力電圧の推移が模式的に示されており、縦軸が電圧値を示している。図４Ａ、
図４Ｂ、及び図４Ｃ夫々の横軸は時間を示している。また、図４中、１フレームの期間を
フレーム期間と称し、当該フレーム期間におけるブランキング期間以外の期間を表示期間
と称する。
【００３５】
　表示期間中の表示駆動装置２は、接続されたゲートライン１１４にＴＦＴ１１１をオン
するための電圧を順次印加し、印加されているゲートライン１１４に接続されたＴＦＴ１
１１にフレーム画像の該当位置の階調を表す電圧を各ソースライン１１３に順次印加する
。従って、図４Ａにおける表示期間中の「有」の期間は夫々、一のゲートライン１１４に
接続されている各ＴＦＴ１１１にフレーム画像の該当位置の階調を表す電圧を印加するた
めに、各ソースライン１１３に当該電圧が印加されていることを示している。また、ブラ
ンキング期間中の表示駆動装置２は、ブランキング期間の一部の時間Ｔ１内に、１回に限
り各ソースライン１１３に白の階調を表す電圧を印加している。時間Ｔ１の終点は、ブラ
ンキング期間の終期前における所定時間間隔内にある。所定時間間隔とは、例えば数マイ
クロ秒間また、ブランキング期間の残部の時間は、当該ブランキング期間の略全期間に亘
る時間である。即ち、実施形態１における時間Ｔ１は、各ソースライン１１３に１回に限
り電圧を印加することが可能な最低限の時間である。
【００３６】
　図４Ｂに示された表示期間中に示される電流値は、表示駆動装置２が各ソースライン１
１３に電圧を印加する都度、一のゲートライン１１４に接続される各ＴＦＴ１１１の画素
電極１１２及び共通電極１２１間に流れる電流値の総計が示されている。また、図４Ｂに
示されたブランキング期間中に示される電流値には、各ソースライン１１３に白の階調を
表す電圧が印加されたときに、各ソースライン１１３に流れる電流値の総計が示されてい
る。このとき、各ソースライン１１３に存在する浮遊容量に電荷が蓄えられることに起因
して、各ソースライン１１３に電流が流れる。
【００３７】
　ここで、液晶パネル１は、ソースライン１１３及びゲートライン１１４には夫々、他の
ソースライン１１３、ゲートライン１１４、画素電極１１２、共通電極１２１等との間に
浮遊容量が存在する。表示期間中は、ソースドライバ２３が各ソースライン１１３に反復
的に画像の表示に応じた電圧を印加している。そのため、浮遊容量には電荷が蓄えられた
状態であり、各ソースライン１１３について、画素電極１１２及び共通電極１２１間に流
れる電流値に対し、浮遊容量に起因して流れる電流値は無視できる程度に少ない。一方、
ブランキング期間中にあっては、残部の時間には各ソースライン１１３に電圧が印加され
ないことに起因して浮遊容量に蓄えられた電荷が放電し、当該浮遊容量は新たに電荷を蓄
えることが可能な状態となっている。そのため、各ソースライン１１３に比較的高い電圧
が加えられた場合、浮遊容量に蓄えられる電荷が増大することで、各信号線に比較的大き
な電流が流れるため、ソース電源回路３１の出力電圧が一時に低下する。
【００３８】
　実施形態１における表示駆動装置２は、表示期間が到来する前のブランキング期間中に
白の階調を表す電圧、即ち最大の電圧を各ソースライン１１３に印加するため、ソース電
源回路３１の出力電圧を確実に低下させることができる。当該出力電圧がブランキング期
間中に低下した場合であっても、ＴＦＴ１１１は全てオフ状態であるため、表示品位に影
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響を及ぼさない。また、当該出力電圧をブランキング期間中に事前に低下させることで、
図４Ｃに示されたように、次の表示期間が開始するまでの間にソース電源回路３１の応答
特性により、低下した電圧を上昇させることができる。
【００３９】
　一方、ブランキング期間中に亘り電圧が印加されない場合に、次の表示期間の最初に白
の階調を表す電圧が印加されたときは、表示期間開始後に出力電圧が低下する。ブランキ
ング期間中に亘り黒の階調を表す電圧等の比較的低い電圧が各ソースライン１１３に印加
されている場合に、次の表示期間の最初に白の階調を表す電圧が印加されたときも同様に
、表示期間開始後に出力電圧が低下する。従って、実施形態１における表示装置１００は
、ブランキング期間終了後の表示品位を改善することができる。
　また、時間Ｔ１の終点は、ブランキング期間の終期前における所定時間間隔内にあり、
当該終期に略一致する。従って、表示駆動装置２は、ソースライン１１３における浮遊容
量が放電等することなく、ブランキング期間後、表示すべき画像の表示に応じた電圧の印
加を行うことができる。そのため、ソース電源回路３１の出力電圧が低下することに起因
する、ブランキング期間後の表示品位の低下をより確実に抑制することができる。
　以上より、実施形態１の表示装置１００は、ソースライン１１３の浮遊容量に起因する
表示品位の低下を抑制することができる。なお、Ｔ１の終点は、ブランキング期間の終期
と一致するように構成されていてもよい。
【００４０】
　また、実施形態１の表示装置１００は、表示駆動装置２がブランキング期間中の時間Ｔ
１内で１回に限りソースライン１１３に白の電圧を印加するだけである。そのため、ブラ
ンキング期間に亘り、例えば黒等の階調を表し、共通電極１２１との電位差がゼロの電圧
を印加する表示装置に比べ、表示装置１００は電力消費を低減することができる。なお、
実施形態１においては、ブランキング期間中に印加される電圧は、白の階調を表すことを
説明したが、ソース電源回路３１の出力電圧を低下させることができる電圧であればよい
。例えば、表示駆動装置２は、中間調よりも白側の階調を表す電圧を各ソースライン１１
３に印加してもよい。
【００４１】
　更に、上述のように液晶パネル１に対して、当該ブランキング期間の一部の時間Ｔ１内
に共通電極１２１との電位差がゼロよりも大きい電圧を印加することによって、液晶パネ
ル１のソースライン１１３に起因する表示品位の低下を抑制することができる。なお、電
位差がゼロよりも大きい電圧は、ソース電源回路３１の出力電圧を低下させることができ
る電圧であればよく、例えば中間調よりも白側の階調を表す電圧である。
【００４２】
　（実施形態２）
　実施形態１の表示装置１００においては、ブランキング期間中、表示駆動装置２が各ソ
ースライン１１３に白の階調を表す電圧を印加する例を説明した。実施形態２では、印加
する電圧が白以外の階調を表す電圧を印加する例を説明する。なお、以下で説明する構成
及び作用を除くその他の構成及び作用は上述の実施形態１と同様であるため、同様の部分
については同一の符号を付して、同様の構成に関する詳細な説明及びその作用効果の説明
は省略する。
【００４３】
　図５は、実施形態２における表示装置１００の構成を示すブロック図である。実施形態
２において、表示駆動装置２は、フレームメモリ２５を備えている。制御部２１は、入力
された画像信号に基づいて、フレーム単位で表示すべき画像の表示データをフレームメモ
リ２５に記憶する。制御部２１は、各フレーム期間にフレーム画像を表示するときには、
対応する表示データをフレームメモリ２５から読み出し、タイミングコントローラ２２に
出力する。
【００４４】
　図６は、表示駆動装置２がソースライン１１３に電圧を印加するタイミングを説明する
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説明図である。実施形態２において表示駆動装置２は、時間Ｔ１内に１回に限り、次の表
示期間の最初と同じ階調を表す電圧を各ソースライン１１３に印加する。具体的には、制
御部２１は、フレームメモリ２５から次の表示期間に表示すべき表示データの中から、Ｔ
ＦＴ１１１をオンするための電圧が最初に印加される一のゲートライン１１４に接続され
たＴＦＴ１１１の該当位置に表示すべきデータを読み出す。即ち、制御部２１は、表示期
間開始後、最初に表示される画像部分のデータを読み出す。次いで、制御部２１は、読み
出したデータをタイミングコントローラ２２に出力する。その後、ソースドライバ２３は
、タイミングコントローラ２２からの制御信号に従い、各ソースライン１１３に当該デー
タを表す電圧を印加する。
【００４５】
　以上のように、ブランキング期間後の表示期間の最初に各ソースライン１１３に印加さ
れる電圧を印加することにより、ブランキング期間中に信号線に印加すべき電圧を別途設
定する必要とせず、液晶パネル１の表示品位の低下を抑制することができる。
【００４６】
　（実施形態３）
　実施形態１及び２の表示装置１００においては、ブランキング期間中、表示駆動装置２
が各ソースライン１１３に一回に限り電圧を印加する例を説明した。実施形態３では、ブ
ランキング期間中、表示駆動装置２が複数回に亘って、各ソースライン１１３に電圧を印
加する例を説明する。なお、以下で説明する構成及び作用を除くその他の構成及び作用は
上述の実施形態１と同様であるため、同様の部分については同一の符号を付し、同様の構
成に関する詳細な説明及びその作用効果の説明は省略する。
【００４７】
　図７は、実施形態３における表示駆動装置２がソースライン１１３に電圧を印加するタ
イミングを説明する説明図である。実施形態３において表示駆動装置２は、ブランキング
期間中の一部の時間Ｔ２に亘り、白の階調を表す電圧を反復的に各ソースライン１１３に
印加する。時間Ｔ２の終点は、ブランキング期間の終期前における所定時間間隔内にある
。また、ブランキング期間の残部の時間は、当該ブランキング期間の略全期間に亘る時間
である。即ち、実施形態３における時間Ｔ２は、各ソースライン１１３に複数回に亘り電
圧を印加することが可能な最低限の時間である。複数回とは例えば、フレームレートが６
０Ｈｚの場合、４回～６回程度の回数である。
【００４８】
　以上のように時間Ｔ２に亘り、白の階調を表す電圧を各ソースライン１１３に反復的に
印加することによって、各ソースライン１１３の浮遊容量に蓄えられた電荷の放電等を確
実に防止することができる。そのため、ブランキング期間後の表示期間に、ソース電源回
路３１の出力電圧の低下に起因する表示品位の低下をより確実に抑制することができる。
【００４９】
　（実施形態４）
　実施形態３の表示装置１００においては、ブランキング期間中、表示駆動装置２が各ソ
ースライン１１３に複数回に亘り、白の階調を表す電圧を印加する例を説明した。実施形
態４では、表示駆動装置２が印加する電圧が白以外の階調を表す電圧の例を説明する。な
お、以下で説明する構成及び作用を除くその他の構成及び作用は上述の実施形態２及び３
と同様であるため、同様の部分については同一の符号を付して、同様の構成に関する詳細
な説明及びその作用効果の説明は省略する。
【００５０】
　図８は、実施形態４における表示駆動装置２がソースライン１１３に電圧を印加するタ
イミングを説明する説明図である。実施形態４において表示駆動装置２は、時間Ｔ２に亘
り、次の表示期間の最初と同じ階調を表す電圧を反復的に各ソースライン１１３に印加す
る。このようにブランキング期間における一部の時間Ｔ２に亘り、当該同じ階調を表す電
圧を各ソースライン１１３に反復的に印加することによって、各ソースライン１１３の浮
遊容量に蓄えられた電荷の放電等を確実に防止することができる。そのため、ブランキン
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グ期間後の表示期間に、ソース電源回路３１の出力電圧の低下に起因する表示品位の低下
をより確実に抑制することができる。また、反復的に各ソースライン１１３に白の階調を
表す電圧を印加する場合に比べて、表示装置１００は、ブランキング期間中の消費電力を
抑えることができる。
【００５１】
　（実施形態５）
　実施形態１～４の表示装置１００においては、表示駆動装置２がブランキング期間中に
おける残部の時間には、各ソースライン１１３に電圧を印加しないことを説明したが、当
該残部の時間に電圧を印加する構成としてもよい。このとき、印加される電圧は、ブラン
キング期間中の一部の時間Ｔ１又はＴ２に印加される電圧よりも低い電圧、例えば黒の階
調を表す電圧等であれば、浮遊容量に蓄えられる電荷量が少ないため、実施形態１～４と
同様の効果を得ることができる。なお、残部の期間に電圧が印加される回数は、一回でも
よく、複数回でもよい。
【００５２】
　（実施形態６）
　実施形態１～５においては、液晶パネル１がノーマリブラック型である場合に、表示駆
動装置２がブランキング期間中に各ソースライン１１３に電圧を印加する例を説明したが
、液晶パネル１がノーマリホワイト型であってもよい。このとき、ブランキング期間にお
ける一部の期間に印加する電圧を、黒を表す階調等の、実施形態１～５における階調を反
転させた階調を表す電圧とすることで、実施形態１～５と同様の効果を得ることができる
。
【００５３】
　（実施形態７）
　実施形態１～６の表示装置１００においては、ブランキング期間における一部の時間Ｔ
１又はＴ２の終点が、当該ブランキング期間の終期前における所定時間間隔内にあり、当
該終期と略一致することを説明した。表示装置１００は、時間Ｔ１又はＴ２の終点が、ブ
ランキング期間の終期と略一致していなくともよい。例えば、時間Ｔ１又はＴ２の始点及
び終点がブランキング期間の前半にあってもよいし、当該始点及び終点がブランキング期
間の前半及び後半にまたがってもよいし、当該始点及び終点がブランキング期間の後半に
あってもよい。
【００５４】
　なお、実施形態１～７において説明した表示装置１００は、種々の用途で適用可能であ
る。例えば、チューナなどにて受信したテレビジョン放送に係る画像を表示する表示装置
に同様の構成を適用することができる。また例えば、各電子機器の操作画面等にも適用可
能である。
【００５５】
　本発明に係る表示駆動装置（２）は、共通電極（１２１）と、複数の画素電極（１１２
）、各画素電極（１１２）に接続された複数のスイッチング素子（１１１）、及び該複数
のスイッチング素子（１１１）に接続された複数の信号線（１１３）とを対向配置してな
る液晶パネル（１）の前記スイッチング素子（１１１）全てをオフ状態にするブランキン
グ期間を周期的に設けるようにしてある表示駆動装置（２）において、前記ブランキング
期間における一部の時間内に、前記共通電極（１２１）との電位差がゼロよりも大きい所
定の電圧を前記信号線（１１３）に印加する電圧印加部（２３）を備えることを特徴とす
る。
【００５６】
　本発明にあっては、表示駆動装置（２）は、液晶パネル（１）に設けられたスイッチン
グ素子（１１１）全てをオフ状態にするブランキング期間を周期的に設けている。表示駆
動装置（２）の電圧印加部（２３）は、ブランキング期間における一部の時間内に、共通
電極（１２１）との電位差がゼロよりも大きい所定の電圧を信号線（１１３）に印加する
。例えば、ブランキング期間中に共通電極（１２１）との電位差が比較的大きい電圧を信
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号線（１１３）に印加されることで、当該信号線（１１３）の浮遊容量に蓄えられる電荷
の量が大きくなり、大きな電流が流れる。従って、表示駆動装置（２）は、信号線（１１
３）に電圧を印加するための電源（３１）の出力電圧をブランキング期間中に低下させる
ことができる。ブランキング期間中に当該電源（３１）の出力電圧が低下したとしても、
スイッチング素子（１１１）がオフ状態のため、表示品位に問題はない。また、ブランキ
ング期間後に表示すべき画像に応じた電圧が印加された場合、当該一部の時間中に信号線
（１１３）の浮遊容量に電荷が蓄えられた状態であるため、電源（３１）の出力電圧が低
下することを抑制することができる。従って、液晶パネル（１）に設けられた信号線（１
１３）の浮遊容量に起因する表示品位の低下を抑制することができる。
【００５７】
　本発明に係る表示駆動装置（２）は、前記一部の時間の終点は、前記ブランキング期間
の終期前における所定時間間隔内にあることを特徴とする。
【００５８】
　本発明にあっては、一部の時間の終点は、ブランキング期間の終期前における所定時間
間隔内にある。例えば当該所定時間間隔が短い場合、表示駆動装置（２）は、信号線にお
ける浮遊容量が放電等することなく、ブランキング期間後、表示すべき画像の表示に応じ
た電圧の印加を行うことができる。そのため、信号線（１１３）に印加すべき電圧の電源
（３１）の出力電圧が低下することに起因する表示品位の低下をより確実に抑制すること
ができる。
【００５９】
　本発明に係る表示駆動装置（２）は、前記電圧印加部（２３）は、前記一部の時間内に
、前記複数の信号線（１１３）夫々に前記所定の電圧を１回に限り印加することを特徴と
する。
【００６０】
　本発明にあっては、電圧印加部（２３）は、ブランキング期間における一部の時間内に
、複数の信号線（１１３）夫々に共通電極（１２１）との電位差がゼロよりも大きい所定
の電圧を１回に限り印加する。従って、各信号線（１１３）の浮遊容量に電荷を蓄える目
的で、信号線（１１３）に印加する電圧を最低限とすることができる。従って、表示品位
の低下を抑制しつつ、ブランキング期間中の電力消費を低減することができる。
【００６１】
　本発明に係る表示駆動装置（２）は、前記電圧印加部（２３）は、前記一部の時間に亘
り、前記所定の電圧を前記複数の信号線（１１３）夫々に反復的に印加するようにしてあ
ることを特徴とする。
【００６２】
　本発明にあっては、電圧印加部（２３）は、ブランキング期間中の一部の時間に亘り、
所定の電圧を複数の信号線（１１３）夫々に反復的に印加する。従って、各信号線（１１
３）の浮遊容量に蓄えられた電荷の放電等を確実に防止することができるため、信号線（
１１３）に印加すべき電圧の出力電圧が低下することに起因する表示品位の低下をより確
実に抑制することができる。
【００６３】
　本発明に係る表示駆動装置（２）は、前記電圧印加部（２３）は、前記ブランキング期
間における残部の時間には、前記信号線（１１３）に電圧を印加しないようにしてあるこ
とを特徴とする。
【００６４】
　本発明にあっては、電圧印加部（２３）は、ブランキング期間における残部の期間には
、信号線（１１３）に電圧を印加しない。従って、表示品位の低下を抑制しつつ、ブラン
キング期間中の電力消費をより低減することができる。
【００６５】
　本発明に係る表示装置（１００）は、上述の表示駆動装置（２）と、共通電極（１２１
）と、複数の画素電極（１１２）、各画素電極（１１２）に接続された複数のスイッチン
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グ素子（１１１）、及び該複数のスイッチング素子（１１１）に接続された複数の信号線
（１１３）とを対向配置してなる液晶パネル（１）とを備え、前記表示駆動装置（２）は
、前記液晶パネル（１）の信号線（１１３）に電圧を印加するようにしてあることを特徴
とする。
【００６６】
　本発明にあっては、表示装置（１００）は、上述の表示駆動装置（２）と、液晶パネル
（１）とを備える。液晶パネル（１）は、共通電極（１２１）と、複数の画素電極（１１
２）、各画素電極（１１２）に接続された複数のスイッチング素子（１１１）、及び当該
複数のスイッチング素子（１１１）に接続された複数の信号線（１１３）とを対向配置し
て構成される。また、当該表示駆動装置（２）は、当該液晶パネル（１）の信号線（１１
３）に電圧を印加する。従って、表示装置（１００）は、液晶パネル（１）に設けられた
信号線（１１３）の浮遊容量に起因する表示品位の低下を抑制することができる。
【００６７】
　本発明に係る表示装置（１００）は、前記液晶パネル（１）は、前記共通電極（１２１
）及び画素電極（１１２）間に電位差が生じていないとき、黒表示を行うように構成され
ており、前記電圧印加部（２３）は、前記一部の時間内に、中間調よりも白側の階調を表
す電圧を前記所定の電圧として、前記信号線に印加するようにしてあることを特徴とする
。
【００６８】
　本発明にあっては、液晶パネル（１）は、前記共通電極（１２１）及び画素電極（１１
２）間に電位差が生じていないとき、黒表示を行う、いわゆるノーマリブラック方式であ
る。電圧印加部（２３）は、中間調よりも白側の階調を表す電圧を前記所定の電圧として
、信号線（１１３）に印加する。ノーマリブラック方式の液晶パネル（１）において、表
示させる階調の度合いが高くなるにつれて、信号線（１１３）に印加すべき電圧が大きく
なる。従って、電圧印加部（２３）が中間調よりも白側の階調を表す電圧をブランキング
期間中に信号線（１１３）に印加することによって、電源（３１）の出力電圧を低下させ
ることができる。従って、表示品位の低下を抑制することができる。
【００６９】
　本発明に係る表示装置（１００）は、前記電圧印加部（２３）は、前記一部の時間内に
、白の階調を表す電圧を前記所定の電圧として、前記信号線（１１３）に印加するように
してあることを特徴とする。
【００７０】
　本発明にあっては、電圧印加部（２３）は、白の階調を表す電圧を前記所定の電圧とし
て、信号線（１１３）に印加する。ノーマリブラック方式の液晶パネル（１）において、
白の階調を表す電圧は最大の電圧であるため、電源の出力電圧をブランキング期間中に確
実に低下させることができる。従って、表示品位の低下を確実に抑制することができる。
【００７１】
　本発明に係る表示装置（１００）は、前記表示駆動装置（２）は、前記ブランキング期
間の周期間に、前記液晶パネル（１）に表示すべき画像の表示に応じた電圧を前記信号線
（１１３）に印加するようにしてあり、前記電圧印加部（２３）は、前記ブランキング期
間終了後、最初に信号線（１１３）に印加される電圧を前記所定の電圧として、信号線（
１１３）に印加するようにしてあることを特徴とする。
【００７２】
　本発明にあっては、表示駆動装置（２）は、ブランキング期間の終期間に、液晶パネル
（１）に表示すべき画像の表示に応じた電圧を信号線（１１３）に印加する。電圧印加部
は、ブランキング期間終了後、最初に信号線（１１３）に印加される電圧を、当該ブラン
キング期間において信号線（１１３）に印加する。従って、表示駆動装置（２）は、ブラ
ンキング期間中に信号線に印加すべき電圧を別途設定することなく、液晶パネル（１）に
設けられた信号線（１１３）の浮遊容量に起因する表示品位の低下を抑制することができ
る。
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　本発明に係る表示駆動方法は、共通電極（１２１）と、複数の画素電極（１１２）、各
画素電極（１１２）に接続された複数のスイッチング素子（１１１）、及び該複数のスイ
ッチング素子（１１１）に接続された複数の信号線（１１３）とを対向配置してなる液晶
パネル（１）の前記スイッチング素子（１１１）全てをオフ状態にするブランキング期間
を周期的に設けるようにしてある表示駆動方法において、前記ブランキング期間の一部の
時間内に、前記共通電極（１２１）との電位差がゼロよりも大きい所定の電圧を信号線（
１１３）に印加することを特徴とする。
【００７４】
　本発明にあっては、液晶パネル（１）に設けられたスイッチング素子（１１１）全てを
オフ状態にするブランキング期間を周期的に設けている。また、当該ブランキング期間に
おける一部の時間内に、共通電極（１２１）との電位差がゼロよりも大きい所定の電圧を
液晶パネル（１）に設けられた信号線（１１３）に印加する。例えば、ブランキング期間
中に共通電極（１２１）との電位差が比較的大きい電圧を信号線（１１３）に印加される
ことで、当該信号線（１１３）の浮遊容量に蓄えられる電荷の量が大きくなり、大きな電
流が流れる。従って、表示駆動装置（２）は、信号線（１１３）に電圧を印加するための
電源（３１）の出力電圧をブランキング期間中に低下させることができる。ブランキング
期間中に当該電源（３１）の出力電圧が低下したとしても、スイッチング素子（１１１）
がオフ状態のため、表示品位に問題はない。また、ブランキング期間後に表示すべき画像
に応じた電圧が印加された場合、当該一部の時間中に信号線（１１３）の浮遊容量に電荷
が蓄えられた状態であるため、電源（３１）の出力電圧が低下することを抑制することが
できる。従って、液晶パネル（１）に設けられた信号線（１１３）の浮遊容量に起因する
表示品位の低下を抑制することができる。
【００７５】
　更に、今回開示された実施形態は全ての点で例示であって、制限的なものではないと考
えられるべきである。本発明の範囲は、上記した意味ではなく、特許請求の範囲によって
示され、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内での全ての変更が含まれることが意図さ
れる。
【符号の説明】
【００７６】
　１　液晶パネル
　２　表示駆動装置　３　駆動電源部
　１１　アレー基板
　１２　ＣＦ基板
　２１　制御部
　２２　タイミングコントローラ
　２３　ソースドライバ（電圧印加部）
　２４　ゲートドライバ
　２５　フレームメモリ
　３１　ソース電源回路
　３２　ゲート電源回路
　１００　表示装置
　１１１　ＴＦＴ（スイッチング素子）
　１１２　画素電極
　１１３　ソースライン（信号線）
　１１４　ゲートライン
　１２１　共通電極
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